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お
知
ら
せ

　
平
日
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
受

付
時
間
の
延
長
と
休
日
受
付
を
行
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
・
交
付
申
請
を
し
た
い
人
は
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど

の
証
明
書
の
発
行
も
行
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
４
日
日
９
時
～
13
時

　
　
　
10
月
15
日
木
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
戸
籍
税
務
課

取
扱
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
・
交
付
・
更
新
申
請

○
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど
の
証
明

書
の
発
行

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

○
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

○
通
知
カ
ー
ド

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
交
付
申
請
の
場
合
は
、
必
要
な
も
の

が
申
請
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係
☎（
９
６
２
）２
０
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
時
間
延
長
と
休
日
窓
口
を
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
付
き
カ
ー
ド

で
券
面
に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

性
別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）、

本
人
の
顔
写
真
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
証
明
す
る
書
類
と

し
て

○
各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
な
ど

○
本
人
確
認
の
身
分
証
明
書

申
請
方
法

○
郵
送
に
よ
る
申
請
（
通
知
カ
ー
ド
の

下
部
に
あ
る
交
付
申
請
書
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ
コ
ン
）
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
W
e
b

（
ウ
ェ
ブ
）
申
請

○
役
場
に
て
申
請

　
申
請
後
、
約
１
カ
月
で
お
受
け
取
り

の
ご
案
内
が
で
き
ま
す
。

　
ご
不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係
☎（
９
６
２
）２
０
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
定

　
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
な
農
業
委
員

18
人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
17

人
が
決
定
し
ま
し
た
。
両
委
員
の
連
携

に
よ
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

解
消
、
農
業
へ
の
新
規
参
入
の
促
進
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
委
員
（
任
期　
令
和
２
年
７
月
20

日
～
令
和
５
年
７
月
19
日
）

会
長

大
内　
廣
志
（
千
足
・
七
折
・
大
角
蔵
）

会
長
代
理

西
岡　
弘
安
（
満
穂
・
玉
谷
）

委
員

　
森　
正
一
（
拾
町
・
重
光
・
八
倉
）

田
中　
祥
三
（
三
角
・
麻
生
・
田
ノ
浦
）

大
野　
和
博
（
原
町・上
原
町・高
尾
田
）

藤
田　
平
（
川
井
・
頭
ノ
向
）

中
村　
孝
幸
（
宮
内
）

亀
田　
義
一
（
外
山・鵜
ノ
崎・北
川
毛
）

土
井　
敬
一
（
五
本
松
）

宇
津
見　
尚
規
（
客・中
通・上
ノ
山・戎・射
場
）

山
中　
洋
一
郎
（
久
保
田
・
大
谷
）

田
中　
和
樹
（
岩
谷
・
岩
谷
口
）

三
木　
恭
子
（
川
下
・
川
中
・
大
平
）

佐
野　
淳
子
（
万
年・川
上・千
里・二
ツ
木・立
野
）

松
岡　
孝
夫
（
多
居
谷・中
野
川・仙
波
）

山
田　
義
秀
（
総
津
）

松
尾　
利
勝
（
高
市
）

田
中　
弘
（
中
立
委
員
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
任
期　

令
和
２
年
７
月
20
日
～
令
和
５
年
７
月

19
日
）

委
員

河
原　
英
樹
（
拾
町
・
重
光
・
八
倉
）

白
潟　
泰
（
三
角
・
麻
生
・
田
ノ
浦
）

村
上　
茂
（
原
町
・
上
原
町
・
高
尾
田
）

武
田　
孝
司
（
川
井
・
頭
ノ
向
）

川
口　
昭
彥
（
千
足
・
七
折
・
大
角
蔵
）

正
岡　
英
司
（
宮
内
）

坂
井　
和
吉
（
北
川
毛
）

古
田　
俊
正
（
五
本
松・外
山・鵜
ノ
崎
）

長
岡　
賢
二
（
客・中
通・上
ノ
山・戎・射
場
）

久
保　
徹
（
久
保
田
・
大
谷
）

日
野　
大
成
（
岩
谷
・
岩
谷
口
）

阪
和　
敬
二
（
川
下
・
川
中
・
大
平
）

佐
野　
惠
美
（
万
年・川
上・千
里・二
ツ
木・立
野
）

相
原　
雄
一
（
満
穂
・
玉
谷
）

土
井　
孝
幸
（
多
居
谷・中
野
川・仙
波
）

水
川　
規
良
（
総
津
）

古
田　
博
義
（
高
市
）

問
農
業
委
員
会

☎
（
９
６
２
）
５
６
６
７
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中
央
公
民
館
１
階
に
オ
ー
プ
ン
し
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
が
、
７

月
に
開
催
し
た
砥
部
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
会
議
で
、
参
加
委
員
の
採
点
に

よ
り
、
応
募
総
数
20
点
か
ら
「
と
べ
っ

こ
ら
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
と
べ
っ
こ
ら
」
の
名
付
け
親
、
小
中

明
廣
さ
ん
（
大
南
）
は
、
応
募
者
の
中

で
最
高
齢
の
80
歳
で
す
。「
砥
部
の
子
ど

も
た
ち
が
の
び
の
び
と
大
き
く
育
っ
て

い
き
ま
す
よ
う
に
」
と
の
願
い
を
込
め

て
、「
砥
部
っ
子
ら
」=

「
と
べ
っ
こ
ら
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
８
月
12
日
に
、

受
給
要
件

　
国
民
年
金
の
加
入
者
ま
た
は
加
入
者

で
あ
っ
た
人
が
、
病
気
や
け
が
で
障
害

の
状
態
と
な
り
、
次
の
①
か
ら
③
の
要

件
を
満
た
す
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

①
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病
が
、
国

民
年
金
被
保
険
者
の
期
間
中
に
生
じ
た

も
の
で
あ
り
、
定
め
ら
れ
た
保
険
料
が

納
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
障
害
が
一
定
の
時
点
（
障
害
認
定
日
）

に
お
い
て
、
医
学
的
見
地
か
ら
、
一
時

的
な
も
の
で
は
な
く
永
続
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
障
害
の
程
度
が
、
日
常
生
活
を
営
む

最
優
秀
愛
称
賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し

た
。

問
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
係
☎（
９
６
２
）６
２
９
９

能
力
の
喪
失
の
度
合
い
に
よ
り
、
法
に

定
め
る
程
度
以
上
で
あ
る
こ
と
。

※
20
歳
以
前
に
す
で
に
一
定
の
障
害
に

あ
る
人
や
、
国
民
年
金
の
加
入
終
了
後
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
に
起
き
た
け

が
や
病
気
に
よ
っ
て
一
定
以
上
の
障
害

と
な
っ
た
場
合
に
も
、
要
件
を
満
た
し

て
い
る
と
き
は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
た
だ
し
、
老
齢
年
金
を
繰
り
上

げ
請
求
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
）

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係
☎（
９
６
２
）７
０
５
７

松
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎（
９
２
５
）５
１
０
５〔
自
動
音
声
案
内
〕

　
防
災
対
策
の
基
本
は「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
の
３
つ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
の
「
共
助
」
の
役
割
を
期
待
さ
れ

て
い
る
の
が
「
自
主
防
災
組
織
（
自
治

会
）」
で
す
。

　
町
で
は
地
域
の
「
共
助
」
の
推
進
を

目
的
に
、
自
治
会
が
行
う
防
災
訓
練
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
内

容
な
ど
の
相
談
対
応
、
講
師
派
遣
や
訓

練
資
機
材
の
貸
出
も
可
能
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

自
助　
一
人
一
人
が
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る

共
助　
住
民
が
協
力
し
て
地
域
の
安
全

を
み
ん
な
で
守
る

公
助　
自
治
体
・
消
防
・
警
察
・
自
衛

隊
な
ど
の
公
的
支
援

訓
練
の
事
例
紹
介

　
川
井
区
・
川
井
団
地
区
で
は
、
町
内

一
斉
清
掃
の
日
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
合

同
で
消
防
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
地
元
の
消
防
団
や
防
災

士
が
講
師
と
な
り
、
消
火
栓
を
使
用
し

て
の
放
水
訓
練
（
写
真
１
）
や
防
災
講

話
（
写
真
２
）
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

問
総
務
課
危
機
管
理
室
☎
（
９
６
２
）
６
１
１
０

砥
部
消
防
署
☎
（
９
６
２
）
２
１
１
９

自
治
会
が
行
う
防
災
訓
練

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
べ
っ
こ
ら
」

年
金
情
報
（
障
害
基
礎
年
金
）

１２
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使
用
済
小
型
家
電
の
中
に
危
険
物
が

混
入
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
運
搬
中

や
作
業
中
に
火
災
な
ど
の
事
故
が
発
生

す
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
必
ず
危
険
物

を
取
り
除
い
て
か
ら
廃
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

※
充
電
式
電
池
な
ど
取
り
除
け
な
い
場

合
は
、
そ
の
ま
ま
で
か
ま
い
ま
せ
ん

危
険
物
の
例　
灯
油
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
・
ア
ル
カ
リ
電
池
・
マ
ン
ガ
ン
電
池
・

ニ
ッ
カ
ド
電
池
・
ニ
ッ
ケ
ル
電
池
な
ど

問
生
活
環
境
課
ご
み
対
策
係
☎（
９
６
２
）７
４
４
６

使
用
済
小
型
家
電
排
出
時
の
お
願
い

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て
、
餌

を
あ
げ
て
い
ま
せ
ん
か
。
不
妊
去
勢
手

術
を
し
な
い
猫
に
餌
を
あ
げ
る
こ
と

で
、
猫
が
大
き
く
な
り
子
猫
が
生
ま
れ
、

猫
の
数
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
猫
の
ふ
ん
尿
被

害
な
ど
に
困
る
人
も
い
ま
す
。
猫
を

飼
っ
た
り
、
不
妊
去
勢
手
術
を
し
て
管

理
で
き
な
い
場
合
は
、
無
責
任
な
餌
や

り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
本
町
で
は
、
飼
い
犬
、
飼
い
猫
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

（
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て
は
、

耳
を
Ⅴ
字
カ
ッ
ト
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
）

　
詳
細
は
生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
☎（
９
６
２
）７
４
４
６

９
月
20
日
か
ら
26
日
は
動
物
愛
護
週
間

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
、
広
田
小
学
校
を
除

く
町
立
小
・
中
学
校
の
運
動
会
へ
の
参

観
を
、
同
居
の
保
護
者
の
み
に
限
定
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
な

ど
一
般
の
参
観
を
お
断
り
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
総
務
係

☎
（
９
６
２
）
４
８
２
０

小
・
中
学
校
の
運
動
会

へ
の
参
加
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
と
単
独
処
理
浄
化
槽

の
違
い
と
は
？

　
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
は
ト
イ
レ
の
排

水
だ
け
を
処
理
し
、
生
活
雑
排
水
は
処

理
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
は
家
庭
か
ら
で

る
全
て
の
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
入
れ
替
え
が
必
要
か
！

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
従
来
の
単
独

処
理
浄
化
槽
に
比
べ
、
川
な
ど
に
放
流

さ
れ
る
汚
れ
を
８
分
の
１
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
き
れ
い
な
水
を
流
し
て
美

し
く
豊
か
な
自
然
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

補
助
金
を
利
用
し
よ
う
！

　
本
町
で
は
単
独
処
理
浄
化
槽
・
汲
み

取
り
便
槽
か
ら
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

入
れ
替
え
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
麻
生
校
区
の
公
共
下
水
道

整
備
予
定
区
域
お
よ
び
農
業
集
落
排
水

事
業
対
象
区
域
の
人
は
、
補
助
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
浄
化
槽
係

☎
（
９
６
２
）
７
１
３
８

単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
入
れ

替
え
を
お
願
い
し
ま
す
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ごみの捨て方


